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中学校 技術・家庭科 部会（技術分野）

部会長名 方城中学校 校長 鍋藤 聖一

実践者名 川崎中学校 教諭 藤木 俊介

報告者名 池尻中学校 教諭 大隈 淳二

１ 研究主題

「課題を解決するために必要な実践力を身につけた生徒の育成をめざす技術・家庭科教育」

～家庭や社会で活用できる思考力･判断力･表現力をはぐくむ学習指導の工夫～

２ 主題設定の理由

（１）今日的教育課題から

「知識基盤社会」といわれる２１世紀は、新しい知識・情報・技術があらゆる領域での

活動の基盤として重要性が増し、それらをめぐる国際競争が加速するといわれている。そ

の一方で、異なる文化や文明との共存や国際協力の必要性も増大させている。このような

状況において、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和を重視する「生きる力」をはぐ

くむことがますます重要とされている。

また、OECD（経済協力開発機構）の PISA 調査などの各種の調査結果から、思考力・判
断力・表現力等を問う記述式問題、知識・技能を活用する問題の課題、学習意欲、学習習

慣、生活習慣に関する課題、自分自身への自信の欠如や将来への不安、体力の低下といっ

た課題などが指摘されて久しい。これらの課題の解決に向けて検討がなされ、さまざまな

答申が出されるとともに、教育基本法の改正や新学習指導要領の改訂などの法的な整備が

行われた。

新学習指導要領では、「生きる力」をはぐくむことを継承し、確かな学力、豊かな心、

健やかな体の調和のとれた育成を重視している。「生きる力」を支える学力を確かなもの

にするために、習得した基礎的・基本的な知識や技術を家庭や社会生活の中で活用できる

力が必要である。自分にとってより豊かな生活を追求するとき、課題解決に必要な思考力

・判断力・表現力をはぐくむ活動の充実が重要になってくる。

そこで本研究では、基礎的・基本的な知識や技術を確実に習得させ、家庭や社会で活用

するために思考・判断・表現して課題を解決することに着目し、研究を進めるものである。

（２）これまでの研究の成果と課題から

近年では、思考力・判断力に着目し、基礎的・基本的な知識や技術をもとに多様な視点

に基づいて、よりよい意思決定をし、生活の中の諸課題を解決できる実践力を育ててきた。

さらに、生徒が生活を自立して営めるように、自分なりの工夫を生かして生活を営むこと

のできる能力や態度を育ててきた。この様に、学習した事柄を進んで生活の場で活用でき

る力を身につけた生徒をはぐくむ学習指導に取り組み、一定の成果を得ることができた。

今日、科学技術や情報化の急速な発展により、物資的にはとても豊かで便利な世の中にな

ってきた。反面、核家族化、少子高齢化の進行とともに、子どもたちを取り巻く生活環境

は急速に変化している。この変化し続ける社会に対応していくためには、生活を営む上で

生じる課題に対して自分なりの判断をして、解決する能力や態度を育成することが必要で

ある。そこには、これまでに学んだ知識や技術、経験をもとに関連づけて理論的に思考し、

その考えをもとに正しく選択したり、決定したりする思考力・判断力だけではなく、思考

・判断の過程や、結果を自他に理解できるように表現する力は欠かすことができない。さ
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らに、技術・家庭科では、生活や社会に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通

して、生活と技術とのかかわりについて理解を深め、進んで生活を工夫し創造する能力と

実践的な態度を育てることを目標としている。

そこで、この教科の目標をふまえ、社会の変化に主体的に対応できる力を育てることは、

習得した基礎的・基本的な知識や技術を、家庭や社会に活用する能力や態度を育成するこ

とと考えた。本研究では、学習過程の中でこの能力や態度の基礎となる思考力・判断力・

表現力に着目し、本主題を設定した。

（３）生徒実態から

これまでの研究の取り組みから、身近な題材を取り上げて実践することにより、生徒は

ものづくりの良さや衣・食・住など生活に関わる知識を活用することの利点を体験活動に

基づいて実感することができた。このような経験の積み重ねが日常生活の中でこれらの知

識や技術を活用して実践することにつながっている。

しかし一方では、製作をはじめ実習等には意欲的に取り組み始めるが、自ら作業工程を

理解し、作品が完成するまでの製作の見通し、作業の能率を考えて作業計画を立てること

などは苦手な生徒が多くなってきている。これらの要因として、自ら思考・判断したこと

が顕在化されていないために、自ら課題解決する確かな理解や解釈につながっていないこ

とが考えられる。

そこで、学習活動の中で自ら課題を見つけ、思考・判断し課題解決していくことを、よ

り確かな理解や解釈へ導く学習活動、即ち、言語活動を取り入れた授業づくりをすること

で、生活や社会で活用できる能力と態度を育てることが重要である。

３ 主題の意味

（１）「課題を解決するために必要な実践力」とは

生活する上で直面する多様な課題に対して、自分なりの判断をして、課題の解決にあた

り、中学校３年間で学んできた知識と技術を応用した解決方法を探求したり、組み合わせ

て活用したり、それらをもとに新しい方法を創造したりしながら、実際の生活の中で生か

すことができる能力と態度のことである。

（２）「家庭や社会で活用できる思考力･判断力･表現力をはぐくむ学習指導」とは

家庭や社会で活用できる課題解決能力を身につけるには、課題に対して今までの経験や

体験を関連付けて考える力、思考したことから解決に必要な内容を選択・決定する力、思

考・判断した結果を他者に伝わるように表現する力、つまり、思考・判断・表現する力が

必要になってくる。

学習活動の中で習得した知識や技術を基に、思考・判断したことを、言葉や図表などに

してあらわすことで顕在化し、集団の考えをまとめ発表したり、実習等の結果を整理し考

察したりすることで、自分の考えを見直したり再構成したりすることができる。この過程

を繰り返すことにより、より確かな思考・判断へと高めることができ、それが家庭や社会

で活用できる思考力･判断力･表現力を身につけることになる。つまり、言語活動の充実を

図り、思考力・判断力・表現力をはぐくむ学習指導である。

技術・家庭科の学習指導で言語活動の充実を図るには、言葉だけではなく、設計図や献

立表といった図表や製作物及び衣食住やものづくりに関する概念などを用いて考えたり、

説明したりする活動を取り入れる。また、情報通信ネットワークや情報の特性を生かして

考えを伝え合う活動を取り入れる。
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４ 研究の目標

学習活動の中で自分や集団の考えを文字にしたり、図表に書き表したりすることで、習

得した知識をより確かな理解や解釈へ導き、思考力・判断力・表現力を身につけた生徒の

育成ができることを実践を通して明らかにする。

＜めざす生徒像＞

○ 生活をよりよくするために、必要な情報や技術を適切に収集・選択し、自分の生活に

取り入れようとする生徒

○ 習得した知識や技術を活用して、自分の考えを整理し、伝達したり、説明したりでき

る生徒

○ 家族や社会の一員としての自覚をもち、家庭や社会とよりよく関わろうとする態度を

身につけた生徒

５ 研究の仮説

学習活動の中で言語活動の充実を図り、次の場面を設定すれば、思考力・判断力・表現

力を身につけた生徒をはぐくむことができる。

・自ら構想を立て製作や実習し、感じ取ったことを表現する場面

・学んだ知識や技能を活用して理解・解釈し、伝達したり説明したりする場面

・互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを評価・改善・発展させる場面

６ 研究の計画（授業の計画）

（１）単元（題材等） 「野菜の栽培」 （Ｃ 生物育成に関する技術）

（２）単元（題材等）の目標及び指導計画

単 元 「野菜の栽培」 総時数 ９時間 時期 ９～１０月

○作物や栽培方法、またその育成環境に興味・関心をもって、意欲的に

取り組むことができる。 （生活や技術への関心・意欲・態度）

○作物の特性や育成状況を把握して、目的にあった栽培方法を工夫する

単元の目標 ことができる。 （生活を工夫し創造する能力）

○作物に適した栽培計画を立て、環境にやさしい方法で栽培することが

できる。 （生活の技能）

○ 作物に適した栽培方法を説明することができる。

（生活や技術についての知識・理解）

配時 学習活動・内容 指導上の留意点 評価基準<方法>

４ １育成技術と育成環境につい ○生物育成に適する条件 関：栽培の目的や方

て知る。 や育成環境を管理する 法について理解しよ

・栽培時期 方法について考えるこ うとしている。

・環境要因の影響 とができるようにす 〈ワークシート〉

・育成技術や育成環境の管 る。

理技術 ・いくつかの栽培技術の

例を挙げ、目的や方法

について知らせる。

２スプラウト栽培の適切な育 ○栽培の見通しを明確に 工：目的にあった栽

成環境考え、準備・栽培を させるために、栽培計 培計画を立て、目標

行う。 画を立てさせる。 が達成できるように
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・酸素 ・各グループ毎に育成環 工夫できる。

・水やり頻度 境を変えさせ栽培させ 〈ワークシート（栽

・底に敷くもの る。 培計画）、

・光量 様相観察〉

３栽培の結果を考察し、発芽 ○栽培記録から発芽の過 知：発芽に必要な育

に必要な条件を挙げる。 程を把握し、育成環境 成環境 について説

・水 について考えさせる。 明できる。

・温度 〈ワークシート〉

・酸素

４ ４ペットボトルを容器とし ○育成環境の違う栽培計 技：目的に応じた栽

て、育成環境を変化させ、 画を立てさせ、どのよ 培計画 を立てるこ

生育状態を比べることで栽 うな影響が出たのか確 とができる。

培方法の影響について調べ 認させ、その理由をワ 〈様相観察、

る。 ークシートに記入させ ワークシート〉

・土壌栽培と養液栽培 る。

・肥料や光量の変化

（１）育成環境を確認し、栽 ・正しく作業させるため

培の準備を行う。 に、今まで学習してき

（２）種まきをする。 たことをまとめたワー

クシートをもとに振り

（３）栽培日誌をつける。 返させる。 技：栽培計画に沿っ

・記録をつけさせ、栽培 て作物を栽培するこ

計画の見直しがあれば とができる。

（４）収穫した野菜を比較し、 訂正させる。 〈作物、ワークシー

養液栽培の良いところを ・育成環境や育成条件を ト（栽培計画・記

挙げる。 確認するために、栽培 録）〉

・水を毎日やらなくてよ 記録やワークシートを

い。 もとに考えさせる。

・四季を通じて栽培でき

る。

・気象変化を気にしなくて

よい。 ・意見交流した内容を発

・土が必要ない。 など 表カードに書かせる。 知：意見交流を行

・土壌栽培と溶液栽培の い、討論 する中で

利点や欠点についてま 土耕栽培と養液 栽

（５）土壌栽培と溶液栽培の とめさせるために、少 培の利点や欠点を説

利点 や欠点について学習 人数グループで交流さ 明 することができ

する。 せる。 る。

・費用がかかる。 ・いくつかのグループに 〈ワークシート、様

・旬の野菜が分からない。 発表させることで各自 相観察、

・作れる野菜が決まってい の考えを見直したり再 発表カード〉

る。 構成させたりして、考

・養液栽培だと病気にかか えを深めさせる。

るとすべてダメになって
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しまう。

・連作障害がない。 など

１ ５自分の育てたい作物につい ○今まで学習したことを 創：学習したことを

て、栽培計画を立てる。 もとに自分が育ててみ もとによりよい栽培

たい作物について調 計画を作成できる。

べ、栽培計画を立てさ 〈ワークシート（栽

せる。 培計画）〉

・育成環境や育成時期な

どの条件、価格にも視

点を当てるように促

す。

・実習をもとに、安全で

豊かな食生活について

考えさせる。

７ 指導の実際

（１）本時の指導観

前時までに身近にあるペットボトルを容器として土壌と養液による２種類のレタスの栽

培を行わせている。ここでは、光や肥料など育成環境を変化させることにより、野菜の品

質に影響を及ぼすことを学んだ。

本時では、前時までの実践を通して気づいた土壌栽培と溶液栽培の利点及び欠点につい

て再確認を行わ せる。そして、私たちの生活にさまざまな形で結びついている生物育成

に関する技術について知るために、身近なスーパーなどで販売されている養液栽培の野菜

を紹介する。このことで、生徒に養液栽培は身近なものであることを認識させたい。また、

養液栽培の良さだけでなく問題点について知り考えることで、昔から行われてきた土壌栽

培の利点に気づかせ、両者について整理させる。

これらの内容を指導するに当たっては、今まで学習したことを振り返りやすくするため

にワークシートを活用させ、自分の考えが明確になるように工夫する。そして、少人数グ

ループでの実践を行わせることで、自分なりの考えだけで終わらせず、見直したり再構成

できるように仕組み、より確かな理解や解釈につなげる。

（２）主 眼

○ 意見交流をとおして、土壌栽培と溶液栽培の利点や欠点を説明することができる。

（３）準 備

①ワークシート（栽培計画・栽培日誌含む） ②コンピュータ ③プロジェクタ

④スクリーン ⑤土壌栽培で育てられたレタス ⑥養液栽培で育てられたレタス

⑦発表カード

（４）指導過程 ◇は評価とその方法

学習活動・内容 指導上の留意点 準備 形態 配時

１前時までの活動から、養液栽 ○各グループで栽培した結果を ①② 一斉 ６

培の良いところを再確認す まとめ、養液栽培の利点を再 ③④

る。 確認させる。
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・土耕栽培と養液栽培で育て ・実際に育てた野菜の写真を見

た野菜では、成長にどのよ せることで、どのような条件

うな差が出たのか。 で栽培したのか振り返させ

・栽培には、必ず土が必要な る。

のか。 ・ワークシートで養液栽培の利

点を振り返えさせる。

・今回の栽培では、土がなくて

も育てることができることを

確認する。

２本時のめあてを確認する。 ○本時のねらいをつかませる。 一斉 ２

栽培の種類によって、利点や欠点を知ろう。

３養液栽培によって育てられた ○溶液栽培によって育てられた ⑤⑥ 一斉 １０

野菜を試食する。 野菜を試食させる。

・日頃食べているレタスと養液

栽培で作られたレタスと違い

があるか試食させる。

・養液栽培が身近なものである

ことを知らせる。

・試食した養液栽培をしている

実際の写真を見せる。

４養液栽培の欠点について、グ ○世の中の栽培がなぜすべて養 ① 個 ５

ループ内で意見交流する。 液栽培にならないのか理由を

（１）養液栽培の欠点について、 考えさせる。

自分の考えを記入する。 ・これまで学習したことからワ

・コストに関して ークシートで振り返えりをさ

・栽培できる野菜の種類 せ、養液栽培の欠点について

・旬の野菜が分からない 個人の考えを書かせる。

など

（２）グループ内で意見交流し、 ○養液栽培の利点や欠点を考え ①⑦ ｸﾞﾙｰ ２５

発表カードに書く。 させる。 ﾌﾟ

・費用がかかる。 ・今までまとめたワークシート

・旬の野菜が分からない。 を使って振り返り、それを参

・作れる野菜が決まってい 考に土壌栽培や養液栽培の利

る。 点と欠点に気づかせる。

・養液栽培だと病気にかか ・グループ内で意見交流をさ 一斉

るとすべてダメになって せ、グループの意見を発表カ 個

しまう。 ードに書かせる。

・連作障害がない。 など ・いくつかのグループに発表さ

せることで各自の考えを見直

したり、再構成させたりし

て考えを深めさせる。
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◇意見交流を行い、討論する中

で土壌栽培と溶液栽培の利点

や欠点を説明することができ

たか。〈ワークシート、発表

カード、様相観察〉

５ 次時の予告を聞く。 一斉 ２

・自分の育てたい作物の栽培

計画を立てることを知る。

８ 研究のまとめ

本研究では、家庭生活や社会

生活において活用できる思考力

・判断力・表現力を育成するた

めの学習指導についての研究を

行った。

学習の指導にあたり、自分や

集団の考えを文字にしたり、図

表に書き表したりする活動を取

り入れた。個人の考えを３～４

名の少人数グループで交流し、

さらに、全体で意見交流するこ

とで、個人の考えの変容がわか

るようにワークシートを工夫し、

理解を深めることができるような 図１ ワークシート

工夫ができた。

また、新学習指導要領の完全実施に向けて、少ない時数の中で必修の学習指導内容が増

えたため、より効率的なカリキュラムの編成と学習効果の高い題材の工夫が必要であり、

評価方法の工夫も含めて、さらに研究を進めていく必要があると考える。

９ 成果と今後の課題

○ 新学習指導要領の完全実施に向けての新しい学習指導要領のもとで何を残して何を変

えるべきか方向性が明らかにになり、教育計画を検討する上で意義深かった。

○ 今までの２領域に加えて選択内容であった「生物育成」が必修化されて「生きる力」

をはぐくむ理念がより重視されていることが協議されてよかった。

○ 主題を設定し、学習活動の中でより確かな理解や解釈に導き、思考力・判断力・表現

力をはぐくむ学習指導のあり方を求めて研究を進めることができた。

● 新学習指導要領の改訂の趣旨より、今後言語活動を重視した学習指導を行っていく必

要があり、技術・家庭科でもさまざまな体験活動から観察・実験、見学、調査・研究な

どにおいて、話し合い活動がなされる中で思考力・判断力・表現力の能力をはぐくむ授

業をより一層展開する必要がある。


